
サイバーセキュリティと法律実務
～法律相談ロールプレイングで実践的に学ぶ～

SECURITYCAMP
2027コネクト

主催　独立行政法人情報処理推進機構(IPA)、一般社団法人セキュリティ・キャンプ協議会　
共催　経済産業省 後援 デジタル庁、法務省、文部科学省、サイバーセキュリティ戦略本部
お問い合わせ　IPAセキュリティ・キャンプ事務局（独立行政法人情報処理推進機構） iac-camp@ipa.go.jp

https://www.ipa.go.jp/jinzai/security-camp/index.html イベント情報（セキュリティ・キャンプトップページ）

てらかどしゅんすけ

TMI総合法律事務所
パートナー /弁護士・ニューヨーク州弁護士・情報処理安全確保支援士。
内閣サイバーセキュリティセンタータスクフォース、経済産業省大臣官
房臨時専門アドバイザー、陸上自衛隊通信学校非常勤講師、滋賀大学
データサイエンス学部インダストリアルアドバイザー等を歴任。
国内外の個人情報保護法対応・情報漏えいインシデント対応、プラッ
トフォーム開発・ライセンス関連の IT 法務、IT 関連の国内外紛争・不
正調査案件を主に取扱う。
主な著書として、『サイバーセキュリティ対応の企業実務 : 平時・有事
における組織的・法的対策の進め方』（中央経済社、2023）、『自社製品・
サービスへのサイバー攻撃対応の企業実務 : 組織的・法的対策の進め
方』（中央経済社、2025）

寺門峻佑
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TMI総合法律事務所滝川航生

プロデューサー・講師プロデューサー・講師

講師講師

2027年3月20日（土曜日）～23日（火曜日）
受講料・食事代・宿泊費用が無料！交通費も支援 日本国内の学校に在籍する学生であれば応募可

クロス・ウェーブ船橋（千葉県船橋市本町2-9-3）

※年齢上限・参加要件がございます。  詳細はWEBページにてご確認ください※受講に必要なPCや通信環境等、受講者本人でご用意いただくものがあります。

IPAページに掲載されている
WEBフォームへ必要事項を入力

1.エントリー手続き
締切2026年12月2日(水曜日) 締切2026年12月9日(水曜日)

エントリー完了メールに記載の
指定URLから応募課題を提出

2.応募課題を提出
IPAページにて発表します
選考通過者には個別に
参加手続メールをお送りします

3.選考通過者発表
2026年12月23日(水曜日)

応募の流れ応募の流れ



法律クラス紹介法律クラス紹介

受講生の声受講生の声

セキュリティ・キャンプコネクトとは？セキュリティ・キャンプコネクトとは？
セキュリティ・キャンプコネクトは、セキュリティを軸に、他分野との掛け合わせから新たな価値を創
出することを目的とした教育・交流プログラムです。 
参加者がそれぞれの専門性やセキュリティの知見を持ち寄り、分野を越えて相互に学び合うことで、 
社会に還元できる新しい視点やスキルを育みます。 
複数の分野を対象としたコースを展開しており、法律×セキュリティのほかにも、AI、IoTなど各専門
分野とセキュリティを掛け合わせたプログラムがあります。

こんな方にオススメ！こんな方にオススメ！ 身につけられるスキル・経験身につけられるスキル・経験

主な演習内容主な演習内容

▪法的思考×セキュリティの視点で課題を捉える力
▪サイバー分野における法務実務・リスク対応の基礎知識の取得
▪法律専門家からの実践的フィードバック
▪他分野の学生との交流を通じて、視野を広げられる

▪法律を学び、かつ、サイバーセキュリティやIT分野に関心がある方
▪法とテクノロジーの接点に興味がある方
▪将来、サイバー法務・情報セキュリティ・企業法務・政策・リスクマネ
ジメント等で活躍したい方

▪法律を社会問題の解決に生かしたい方
▪実践的な演習を通じて、現場で通用する法務スキルを体験したい方

サイバー関連の法律相談・
交渉のロールプレイ

本クラスは、講義だけでなく、法律相談ロールプレイングや個別リサーチ、成果発表まで含めた非常に密度の高い構成でした。
単に知識を得る場ではなく、「法的に考えるとは何か」を身体で学ぶ場であったと感じています。  　　（24歳 大学生）

サイバーセキュリティと法律という二つの領域が交差する現場の奥深さと、実務における法的思考の重要性を強く実感しました。
                  （27歳 大学生）

自分にとって当然に見えていた論点が、他分野の参加者には別の形で見えていることも印象的でした。
逆に、自分が見落としていた実装上の難しさや攻撃者視点の発想に触れることで、初めて「現実解」という言葉の重みが理解
できたように思います。                 （25歳 大学院生）

個別テーマのリサーチサイバーインシデント対応演習


